
道
元

と
南
嶽

「
隔
他
不
得
」
の
話

に

つ
い
て

鈴

木

格

禅

『
永
平
広
録
』
第
五
巻
は
、
義
演

(
-
二

四
)
の
編
集
に
な
る

「永
平
禅
寺
語
録
」
(門
鶴
本
の
表
記
)
で
あ
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
末

尾
に
近
く
、
次
の
如
き
上
堂
の
説
法
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

上
堂
云
、
記
得
、
僧
問
二南
嶽

如
二鏡
鋳

像
、
光
帰
二何
処
殉
南
嶽
日
、
大

徳
未
二出
家
一時
相
貌
、
帰
二甚
麿
処
幻
僧
日
、
像
成
後
、
為
二甚
麿
一不
二鑑
照
殉

南
嶽
日
、
錐
レ
不
二
鑑
照
州
隔
レ
他

一
点
也
不
レ
得
。
這

一
段
因
縁
、
二
十
年

前
、

一
経
二耳
根
噛
得
力
已
來
、
握
二在
拳
裡
二未
二
曾
放
下
幻
山
僧
柳
有
二
山

偶
。
良
久
云
、
如
鏡
如
何
鋳
二万
像

未
三曾
打
二
破
浄
光
明

万
年
錬
得
百

千
烹
、
堂
得
二隔
レ他
一
点
生
殉

こ
の
説
法

の
成
立
に
直
接
す
る
諸
件
、

お
よ
び
そ
の
宗
教
的
内
容
等
に

つ
い
て
、

い
さ
さ
か
試
見
を
の
べ
て
み
た
い
。

二

『
永
平
広
録
』
(以
下

『
広
録
』
と
の
み
)
全
十
巻

の
う
ち
、
第
八
巻

以
降
の
諸
巻
は
、
小
参
、
法
語
、
頗
古
、
自
讃
、

偶
頽
等
を
、

そ
れ
ぞ

れ
に
分
類
し
て
各
別
に
編
集
し
た
も

の
で
あ
る

か

ら
、
説
法
示
衆

の

「
時
」
と

「処
」
と
を
限
定
し
て
の
記
録
は
、
第
七
巻
ま
で
と
す
る
他

は
な
い
。
『
広
録
』
第

一
巻
は

「興
聖
寺
語
録
」
(詮
慧
編
)
、第
二
巻
は

「大
仏
寺
語
録
」
(懐
弊
編
)
、
第
三
巻
か
ら
第
七
巻

ま
で
が

「永
平
寺

語
録
」
(第
三
巻

・
第
四
巻
は
懐
弊
編
、
第
五
巻
か
ら
第
七
巻
ま
で
義
演
編
)

で
あ
る
。

大
仏
寺
が
永
平
寺
と
改
称
せ
ら
れ
た
の
は
、
寛
元
四
年

(
二

一四
六
)

六
月
十
五
日
で
あ

る
か
ら
、
以
後
、
建
長
五
年

(
二
一五
三
)
八
月
二

十
八
日
入
滅
ま
で
の
凡
そ
七
年
間
に
、
道
元
は
永
平
寺
に
お
い
て
、
概

算
三
百
五
十
五
回

の
上
堂
説
法
を
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
建
長
四
年

(
二

一五
二
)
夏

の
こ
ろ
よ
り
微
疾
を
発

し
、
(『
建
衡
記
』)
、
翌
、
建
長

五
年
七
月
六
日

「御
病
増
発
」
(『御
遺
言
記
録
』)
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ

に
相
当
す
る
期
間
を
除
い
て
、
か
り
に
正
味
六

力
年
間
の
説
法
と
す
れ

ば
、
月
平
均
約
五
回
の
説
示
と
な
る
。
『
正
法
眼
蔵
』
の
撰
述

は
、
寛

元
四
年

(
二
一四
六
)
九
月
十
五
日
の

「出
家
巻
」
を
境

に
急

に
途
切

道
元
と
南
嶽

「
隔
他
不
得
」

の
話

に

つ
い
て

(
鈴

木
)
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道
元

と
南
嶽

「
隔
他
不
得
」

の
話

に
つ
い
て

(
鈴

木
)

れ
、
示
寂

の
年
す

な
わ
ち
建
長
五
年

(
二

一五
三
)
正
月
六
日

の

「
八

大
人
覚
巻
」
を
も

っ
て
終
焉
す
る
。

こ
の
間

に
約
六
年

の
経
暦
が

あ

る
。
も

っ
と
も
、
「出
家
巻
」
を
撰
し
た
翌
年
の
宝
治
元
年

(
二
西

七
)

八
月
に
は
鎌
倉
に
行
化
し
、
建
長
元
年

(
二
一四
九
)
に
は

『
吉
祥
山
永

平
寺
衆
寮
清
規
』

一
巻
を
撰
し
た
り
、
「
洗
面
巻
」
を
重
ね

て
示
衆

せ

ら
れ
た
り

し
て
は
い
る
が
、
延
応
元
年

(
二
一三
九
)
御
歳
四
十
歳

の

頃
か
ら
寛
元
四
年

(
二

一四
六
)
四
十
七
歳
に
到
る
ま
で
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
、

さ
か
ん
な
著
作
活
動
は
な
い
。

『
広
録
』
第
二
巻

「大
仏
寺
語
録
」
に
よ
れ
ば
、
道
元
が
大
仏
寺
に

移

っ
た
の
は
、
寛
元
二
年

(
二
西

四
)
七
月
十
八
日
で
あ
る
が
、
「
四

方
の
学
侶
が
座
下

に
雲
集
」
し
た

の
は
、
翌
、
寛
元
三
年
乙
巳

で
あ

る
。
「
大
仏
寺
語
録
」
は
、

こ
の
年
の

「
結
夏
上
堂
」
か
ら
は
じ
ま
り
、

、
寛
元
四
年

の

「
天
童
和
尚
忌
上
堂
」
を

も
っ
て
終

る
。
「
天
童
忌
」

は
七
月
十
七
日
で
あ
り
、

二
日
前

の
七
月
十
五
日
は
解
夏

の
日

で
あ

る
。
天
童
忌
上
堂
の
前
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

「
解
夏
上
堂
」
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
『
広
録
』
第
二
巻
は
、
寛
元
三
年

の
結
夏

か
ら
翌
年

六
月
の
、
「改
大
仏
寺
称
永
平
寺
上
堂
」
を
挿
ん
で
解
夏
に
い
た
る

一

年
間
の
上
堂
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
数
五
十
八
回
、
や
は
り
月
に
概
ね

五
度
の
割
合
と
な
る
。

『
広
録
』
上
堂
の
排
列
順
序
は
必
ず
し
も
正
確

で
あ

る
と
は
い
え

ず
、
説
示
年

次
混
在
の
疑
な
し
と
し
な
い
が
、
か
り
に
月
五
回
の
上
堂

を

一
応

の
標
準
と
し
、
寛
元
二
年
に
は
じ
ま
る

『
広
録
』
第
二
巻
を
基

点
と
し
て
、
同
第
五
巻
の
末
尾
に
あ
る
南
嶽
の

「
購
他
不
得
」
の
話
ま

で
を
略
算
し
て
み
る
と
、
甚
だ
不
確
実
な
が
ら
、

そ
の
説
示
の
時
期
は

宝
治
二
年

(
二

西

八
)
の
末
頃
か
、
ま
た
は
翌
建
長
元
年

(
二

西

九
)

(1
)

の
半
ば
ご
ろ
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
思
う
。

こ
の
説
示
時

期
の
推
定
は
、
後
に
述
べ
る
説
示
の
内
容
と
関
連
し
て
、
か
な
り
重
要

な
意
味
を
も

つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
確
定
す
る
手
懸
り
を

完
全
に
欠
除
し
て
い
る
。

三

道
元
が
依
用
し
た
南
嶽
の
本
則
は
、
真
字

『
正
法
眼
蔵
』
中
巻
の
第

十
六
則
で
あ
る
。

こ
の
則

は

『
祖
堂
集
』
巻
三
、
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻

五
、
『天
聖
広
録
録
』
巻
八
、
『
聯
燈
会
要
』
巻
四
、
そ
れ
に

『
五
灯
会

元
』
巻
三
等
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
駒
大

・
石
井
修
道
教
授
は

一
九

八
四
年
十

一
月
、
同
大
学
第
三
十
回
宗
学
大
会
に
お
い
て
、
真
字

『
正

法
眼
蔵
』
に
収
録
せ
ら
れ
た
本
則

が
、
『
宗
門
統
要
集
』
巻
三

に
よ
る

(
2
)

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
さ
れ
た
。

四

こ
の
上
堂
法
語
に
つ
い
て
気
に
な
る

こ
と
は
、
道
元
が
、
「
コ
ノ

ー

段

ノ
因
縁
、

二
十
年
前
、

ヒ
ト
タ
ビ
耳
根

二
経

テ
得
力
シ
テ
ヨ
リ

コ
ノ

カ
タ
、
拳
裡

二
握
在
シ
テ
未
ダ
曾
テ
放
下

セ
ズ
」

(原
漢
文
)
と
提
唱
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『広
録
』
の
上
堂
法
語
排
列
の
順
に

そ
の
ま
ま
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随
え
ば
、

こ
の
説
示
は
建
長
二
年

(
二
一五
〇
)
の
仲
秋

の
頃
に
な
さ

れ
た
も
の
と
さ
れ
よ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
を
遡
る

こ
と
二
十
年
、

寛
喜
二
年

(
二

一三
〇
)
道
元

は
、
叡
山

の
圧
迫

に
よ

っ
て
、
京
都
建
仁
寺
よ
り
深
草

の
安
養
院
に
移
ら
れ
た
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
の
道
元
に
、

こ
と
改
め
て
、
「
ヒ
ト
タ
ビ
耳
根

二
経
テ
得
力

シ
テ
ヨ
リ

コ
ノ
カ
タ
、
拳
裡
二
握
在
シ
テ
未
ダ
曾
テ
放
下
」
し
得
な
い

よ
う
な
宗
教
経
験
が
あ
っ
た
と
は
、
ど
う
し
て
も
思
わ
れ
な
い
。
安
貞

二
年

(
二

三

八
)
宋
よ
り
帰
朝
せ
ら
れ

て
、
建
仁
寺

に
落
着
か

れ
た

道
元
の
耳
目
に
映

っ
た
の
は
、
栄
西
在
世
の
こ
ろ
と
は
打

っ
て
か
わ

っ

(3
)

た
僧
院
の
堕
落
と
、
行
道

・
規
矩
の
弛
緩
振
り
で
あ

っ
た
。

そ
れ
ゆ
え

「
二
十
年
前
の
得
力
」
は
、
在
宋
中

の
出
来
事

で
あ
っ
た
と
考
え
た

い
。
も
し
こ
の
説
示
が
宝
治
二
年
を
下
限
と
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、

二
十
年
前
、
道
元
は
な
お
如
浄
の
膝
下
に
参
学
中
で
あ
る
か
ら
、

こ
の

述
懐
に
似
た
表
現

は
自
然
に
受
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ

を
建
長
元
年
以
降

の
説
示
と
し
て
し
ま
う
と
、
改
め
て
三
十
歳
か
ら
三

十
二

・
三
歳
こ
ろ
ま
で
の
、
そ
の
説
示
に
相
当
す
る
道
元
の
宗
教
経
験

の
有
無
を
精
査
し
、

こ
れ
を
推
定
も
し
く
は
確
定
す
る
ほ
か
は
な
い
。

そ
れ
が
途
方
も
な
く
困
難
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
説
示
を
特
定
す
る

条
件
は
、
や
は
り
説
示
時
期
で
あ
る
。

『
広
録
』
第
五
巻
に
は
、
い
ま
問
題
と
し
て

い
る
上
堂

の
五

つ
前

に
、
「臓
八
上
堂
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
「
日
本
国
先
代
曾
伝
二仏
生

会

・
仏
浬
盤
会

然
而
未
三曾
伝
二行
仏
成
道
会
幻
永
平
始
伝
已
二
十
年

矣
。
」
と
あ
る
。
ま
た

『広
録
』
第
八
巻

に
採
録

せ
る

「
除
夜
小
参
」

に
は

「
我
日
本
国
、
前
代
未
三
嘗
聞
二其
名
字

何
況
行
乎
。
永
平
始
而

伝
レ
之
以
来
、

已
経
二
二
十
年

一矣
」
と
あ

る
。
駒
大

・
伊
藤
秀
憲
助
教

授
は
、
こ
の
両
者
に
つ
い
て
す

こ
ぶ
る
綿
密
に
検
討
さ
れ
、
断
定
を
避

(
4
)

け
な
が
ら
も
、

双
方
と
も
に
建
長
二
年
の
説
示

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

も
し
南
嶽
の
本
則
を
挙
す
る
こ
の
説
法
を
、
同

じ
く
建
長
二
年

の
こ
と

と
措
定
し
、
強

い
て
要
因
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、

真
字

『
正
法
眼
蔵
』

編
集
の
た
め
、
灯
史
各
本
を
渉
漁
し
て
、
「
三
百
則
」
を
蒐
集
す

る
途

中
の
出
来
事
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
時
期
に

三
百
則
を
蒐
集
し
て
い
た

こ
と
す
ら
、

こ
れ
を
特
定
す
る
証
拠
は
何
も

な
い
の
で
あ
る
。

五

江
戸
時
代

の
中
葉
、

学
匠
指
月
慧
印

(
一
六
八
九
-
一
七
六
四
)
は

『
拮
評
三
百
則
不
能
語
』
三
巻
を
撰
し
た
が
、

明
和
三
年

(
一
七
六
六
)

四
月
、
法
嗣
謄
道
本
光

(
一
七
一
〇

一
七
七
三
)
が
後
序
を
書

き
、
翌

明
和
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
指
月
は

『
三
百
則
』
申
巻
第
十
六
の
本
則

を
、
「
大
慧
如
鏡
鋳
像
」
と
目
次
し
、
次
の
ご
と
く
拮
評
し
て
い
る
。

「(師
云
)
。此
僧
坐
二像
中
殉
未
レ得
レ見
。
汝
道
レ鋳
レ像
。
量
謂
不
三
鑑
照
殉

汝
解
二再
問
殉
堂
無
レ光
乎
。
但
恐
空
説
一鏡
像
叩
未
二曾
鑑
照
殉
如
何
鑑
照
。

未
出
家
時
是
阿
誰
。」

し
か
し
道
元
は
、
南
嶽
の
本
則
を
紹
介
し
た
あ
と
、

(
こ
れ
に
よ

っ
て
)

道
元
と
南
嶽

「
瞳
他
不
得
」

の
話

に
つ
い
て

(
鈴

木
)

77-



道
元

と
南
嶽

「
隔

他
不
得
」

の
話

に

つ
い
て

(
鈴

木
)

得
力
し
て
か
ら
、

二
十
年
、

し
っ
か
り
と
我
が
拳
裡
に
あ

っ
て
、
い
ま

だ
曾
つ
て
放
下
し
た
こ
と
は
な
い
と
述
べ
た
あ
と
に
、
「如
鏡
如
何
鋳
二

万
像
袖
未
三
曾
打
二
破
浄
光
明
輔
万
年
錬
得
百
千
烹
、
壼
得
二
隔
他

一
点

生
こ

と
頚
し
て
い
る
。
道
元
の
こ
の
頗
の
意
図
す
る
と

こ
ろ
は
、
指

月
の
拮
評

と
は
余
程

の
径
庭
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
述
す
る
ご

と
く
、
道

元
の
仏
法

の
大
事
と
肝
要
は

「不
被
隔
」
と
い
う
点
に
存
す

る
も
の
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
か
ら
、
「
如
鏡
鋳
像
」
と

い
う
先
哲

の

題
笙
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
こ
に
は
敢
て

「隔
他
不
得
」
と
標

記
す
る
こ
と
と
し
た
。

六

道
元
の
宗
教

の
核
心
が
、
「
不
被
隔
」
あ
る

い
は

「隔
他
不
得
」
と

い
う
語
に
よ
っ
て
表
現
せ
ら
れ
る

「
事
実
」
に
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

こ
と
は
、

通
本

・
延
宝
本

『
広
録
』
で
は
第

一
巻
の
壁
頭
に
置
か
れ
、

門
鶴
本
で
は
、
そ
の
四
十
八
番
目
に
位
置
す
る
上
堂
の
説
法
等
に
よ
っ

て
明
か
で
あ
る
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

上
堂
云
、
山
僧
是
歴
二
叢
林
ラ不
レ
多
、
只
是
等
閑
見
二
先
師
天
童
。
然
而
不

レ被
二天
童
護

天
童
還
被
二山
僧
護
殉
近
来
空
乎
還
レ郷
、
所
以
山
僧
無
仏
法
、

任
運
且
延
時
。
朝
朝
日
東
出
、
夜
夜
月
落
レ
西
。
雲
収
山
谷
静
、
雨
過
四
山

低
。
三
年
必
一
閏
、
難
向
二五
更
一暗

(門
鶴
本
に
よ
る
)
。

門
鶴
本
と
通
本

・
延
宝
本
と
の
聞
に
は
、
字
句
の
相
違
や
文
言

の
出
入

が
、
か
な
り
み
ら
れ
る
。

門
鶴
本
に
あ
る

「護
」
字
を
通

・
延
両
本
で
は

「
隔
」
に
作
る
が
、

字
義
は
同
じ
で
あ
る
。

『
広
録
』
第
二
巻
、
「
大
仏
寺
ヲ
改
メ
テ
永
平
寺
ト
称

ス
ル
上
堂
」

(原
漢
文
)
の
次
に
は
、
次
の
よ
う
な
説
法
が
あ

る
。

上
堂
云
、
参
学
人
須
下具
二柄
僧
眼
晴
一始
得
卸
既
具
ハニ
柄
僧
眼
晴
輔
被
三労
観

換
二木
患
子
一始
得
。
若
被
二木
患
子
換
却
碗
不
レ
被
二
大
地
隔
ハ
不
レ
被
二蓋
天

瞳
輔
不
レ被
二柱
杖
隔
幻
入
水
入
火
不
レ溺
不
レ焼
、
見
仏
見
魔
自
処
自
在
。
良

久
云
、
作
麿
生
是
適
来
道
底
。
若
有
出
来
対
レ衆
呈
看
、
永
平
許
二禰
参
学
事

畢
脱
殉
或
未
レ然
、
控
杖
子
笑
レ禰
在
。
錐
二然
如
7是
、
若
喚
二作
伊
一眉
毛
堕

落
。

ま
た
同
巻
の
末
尾
に
、
「
天
童
和
尚
忌
」
の
上
堂

と
し
て

「
入
唐
学
歩

似
郡
郵
、
運
水
錐
労
柴
也
般
、
秦
主
莫
言
隔
趙
壁
、
天
童
却
被
道
元
隔
」

の
偶
を
再
治
し
た

と
覚

し
き

「
入
唐
学
歩
似
二郡
邸
↓
運
水
幾
労
柴
也

般
、
莫
レ
謂
先
師
隔
二弟
子

天
童
却
被
二道
元
購

こ

と
い
う
頗
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。

道
元
は
、
柄
僧
が
眼
購
を
具
す
る
と

い
う

の
は
、
「不
レ
被
レ隔
」
と

い
う
事
実
を
十
二
分
に
学
得
し
身
に

つ
け
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ

れ
が
、
ま
こ
と
に
自
己
の
も
の
と
し
て
、
実
生
活

に
具
体
的
と
な

っ
た

と
き
、
た
と
い

「水
に
入
り
火
に
入
る
も
溺
れ
ず
焼

け
ず
」
、
ま
た
如

何
な
る
状
況
に
あ

っ
て
も
、

そ
の
ま
ま
自
在

で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
さ
に
か
く
の
如
く
な

っ
た
と
き
、
自
分

(道
元
)
は
始

め

て
参
学
人

の
大
事
が
畢
脱
し
た
こ
と
を
認
め
、
こ
れ
を
許
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
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で
あ
る
。
末
尾
の
偶
は
、
さ
き
に
挙
げ
た

「空
手
還
郷
」
を
高
唱
し
た

示
衆
と
、
完
全
に
表
裏

一
如
で
あ
る
。
永
平
道
元
は
天
童
の
仏
法
の
正

嫡
と
し
、

そ
の
子
と
な
つ
て
如
浄
に
蔵
身
し
、
如
浄
は
道
元
の
本
師
と

し
、
ま
た
、
親
と
な
っ
て
、
そ
の
子
道
元
に
姿
を
没
す
る
。
先
師
天
童

の
媛
皮
肉
が
、
そ
の
ま
ま
永
平
道
元
の
血
脈
と
な

っ
て
、
民
族
を
超
え

国
境
を
越
え
て
歴
史
に
連
続
し
、
時
代
に
生
き
て
は
た
ら
く
も
の
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
騰
道
本
光
は

「
進
歩
ス
ラ
ク
ハ
被
人
瞳

ノ
端
的
ヲ
参

取
シ
テ
、
或
従

ノ
身
心

一
如
ナ
ル
、
不
被
購
ヲ
便
乃
空
手
還
郷
ナ
ル
ベ

(
5
)シ
」
(永
平
広
録

『
点
茶
湯
』)
と
い
っ
て
い
る
。

七

真
字

『
正
法
眼
蔵
』
は
、
仮
字

『
正
法
眼
蔵
』
の
基
礎
を
な
す
と
共

に
、
そ
の
素
材
を
提
供
す
る
も
の
と

し
て
も
重
要

で
あ
る
。
南
嶽

の

「
隔
他
不
得
」

の
話
は
、
仮
字

『
正
法
眼
蔵
』
(以
下

『眼
蔵
』)
「古
鏡
」

の
巻
に
登
場

す
る
が
、
道
元
の
拮
弄
は
簡
潔
で
あ
る
。

い
ま
こ
の
万
像
は
、
な
に
も
の
と
あ
き
ら
め
ざ
る
に
、
た
つ
ぬ
れ
ば
鏡
を
鋳

成
せ
る
証
明
、
す
な
は
ち
師
の
道
に
あ
り
。
鏡
は
金
に
あ
ら
ず
、
玉
に
あ
ら

ず
、
明
に
あ
ら
ず
、
像
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
た
ち
ま
ち
鋳
像
な
る
、
ま

こ
と
に
鏡
の
究
弁
な
り
。
光
帰
二何
処
一は
、
如
鏡
鋳
像
の
如
鏡
鋳
像
な
る
道

取
な
り
、
た
と
へ
ば
像
帰
二像
処
一な
り
、
鋳
能
鋳
鏡
な
り
。
大
徳
、
未
二出

家
】時
相
貌
、
向
二甚
麿
処
一去
、
と
い
ふ
は
、
鏡
を
さ
さ
げ
て
照
面
す
る
な

り
。
こ
の
と
き
、
い
つ
れ
の
面
面
か
す
な
は
ち
自
己
面
な
ら
ん
。
師
云
、
錐

レ不
二鑑
照

瞳
レ佗

一
点
也
不
レ得
と
い
ふ
は
、
鑑
照
不
得
な
り
、
隔
佗
不
得

な
り
。
海
枯
不
レ到
レ露
レ底
を
参
学
す
べ
し
。
莫
二
打
破
一莫
一動
著
一な
り
。

し
か
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
さ
ら
に
参
学
す
べ
し
、
拮
レ像
鋳
レ鏡

の
道
理
あ

り
。
当
想
磨
時
は
、
百
千
万
の
鑑
照
に
て
、
隔
隔
点
点
な
り
。
(『岩
波
文
庫

本
』)

す
べ
て
は

「
ハ
タ
ラ
キ
」
の
世
界

で
あ

る
。
「
鏡
」
も

「像
」
も

「
ハ

タ
ラ
キ
」
の
事
実
を
措
い
て
ほ
か
に
な

い
。
「
ハ
タ
ラ
キ
」
は

「
隔
他

不
得
」
の
実
際

で
あ

る
。
「思
量
」
も

「不
思
量

」
も

「
ハ
タ
ラ
キ
」

の
様
相
で
あ
り
、
「
真
」
も

「妄
」
も

「
ハ
タ
ラ
キ
」

の
実
相
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
断
尽
し
捨
離
す
べ
き
、
「妄
」

の
実
体

は
存
在
せ
ぬ
。
「妄
」

つ
か
ら
、
「
ま
こ
と
」
で
あ

る
。
「
百
千
万

の
鑑
照

に
て
隔
隔
点
点

な

り
」
と
は
、
そ
の
こ
と
を
い
う
。
自
己
存
在
そ
の
も
の
を
も
く
る
め
、

あ
ら
ゆ
る
存
在
、
も
の
が
ら
、

こ
と
が
ら
の

一
切

は
、
す
べ
て

「
ハ
タ

ラ
キ
」
の
様
態
で
あ

る
。
道
元

は

こ
れ
を

「
現
成
公
案
」
と

い
い
、

「
公
案
現
成
」
と
い
い
、
「全
機
」
と
い
い
、
「
都
機
」
と
い
う
。
或
は

「有
時
」
と
い
い
、
「仏
性
」
と
い
い
、
「
法
性
」

と

い
い
、
「
慧
磨
」

と
い
い
、
「古
仏
心
」
と

い
い
、
「
梅
花
」
と

い

う
。
「古
鏡
」
は
、
そ

れ
ら
と
内
容
を
全
く
等
し
う
す
る

一
つ
の
称
呼

で
あ
る
に
す
ぎ
ぬ
。

「
古
鏡
」
の
巻
は
、
仁
治
二
年

(
二

一四
一
)
九
月
九
日
、
興

聖
寺

に
お
い
て
示
衆
さ
れ
た
。
「
隔
他
不
得
」
「不
相
隔
」
を
骨
子
と
し
肝
要

と
す
る
道
元
の
説
示
は
、

こ
の
あ
と
し
ば
ら
く
続

く
。
仁
治
四
年

(
一

(
マ
マ
)

二
四
三
)
十

一
月
六
日
、
吉
嶺
寺
に
お
け
る
示
衆

「
梅
花
」
。
仁
治
四
年

道
元

と
南
嶽

「
哺
他
不
得
」

の
話

に
つ
い
て

(
鈴

木
)
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道
元
と
南
嶽

「
瞳
他
不
得
」

の
話

に
つ
い
て

(
鈴

木
)

は
二
月
二
十
六
日
に
改
暦
さ
れ
、
寛
元
元
年
と
な
る
。

つ
い
で
同
暦
十

一
月
十
三
日
、
吉
峰
精
舎
に
お
け

る

「十
方
」
、
同
十

一
月
十
九
日
、

禅
師
峰
に
お
け
る

「見
仏
」
、
翌
、
寛
元
二
年

(
二

一四
四
)
二
月
二
十

四
日
、
吉
峰
精
舎

に
お
け

る

「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
、
同
暦
二
月
二

十
九
日
、
同
寺
に
お
け

る

「
自
証
三
昧
」
、
同
暦
三
月
九
日
、
同
寺

に

お
け
る

「
大
修
行
」
、
同
暦
、
時
期
不
明
で
あ
る
が
越
前

の
山
奥

で
重

ね
て
示
衆
さ
れ
た

「春
秋
」
、
こ
れ
ら
の

『
眼
蔵
』
諸
巻

の
中

に
は
、

た
と
え
ば

「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」

の

「
信
力
は
、
被
自
隔
無
廻
避
処

な
り
」
の
ご
と
く
、
同

一
事
実
を
示
す
に
反
語
的
表
現
を
も
っ
て
す
る

と
こ
ろ
も
な
い
で
は
な
い
が
、
道
元
は
畢
寛

「隔
他
不
得
」
「
不
相
隔
」

の
消
息
を
説
い
て
倦
ま
な
い
。

先
師
如
浄

の
薬
籠
中
に
、
完
全
に
自
己
を
投
托
し
た
道
元
は
、
如
浄

の
説
示
や
そ
の
偶
頗
を
引
い
て
、
自
己
の
仏
法
を
演
暢
す
る
こ
と
が
甚

だ
多

い
け
れ
ど
も
、
「梅
花
」
「見
仏
」
の
両
巻
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

は
、
如
浄

が
示
衆
し
た
波
斯
匿
王
と
賓
頭
盧
尊
者
と
の
問
答
で
あ
り
、

南
嶽
の
則

と
は
素
材
が
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「不
相
隔
」
を
主

唱
す
る
究
極

は
、
南
嶽
の

「
隔
他
不
得
」
と
同
軌
で
あ
る
。
波
斯
匿
王

の
話
は

『
広
録
』
第
七
巻
に
も
引
用
さ
れ
、
如
浄
の
こ
の
則
に
つ
い
て

の

「策
二
起
眉
毛
一答
二間
端

親
曾
見
レ
仏
不
二
相
隔

而
今
応
二供
四
天

下

春
在
二
梅
梢
一帯
レ
雪
寒
」
と
い
う
偶

の
韻
を
続

い
て
道
元
は
、
「
親

曾
見
レ仏
語
言
端
、
策
二起
眉
毛
一欲
レ不
レ
隔
、
功
徳
田
春
花
未
レ
落
、
慶

林
老
鶴
翼
猶
寒
」
と
頽
し
て
い
る
。
「
不
相
隔
」
と
し

て
の

「
見
仏
」

は
、
仏
を
向
う
に
置
い
て
、
対
象
的
に
見
る
こ
と

で
は
な

い
。
「
見

る

も
の
」
と

「見
ら
れ
る
も
の
」
が
相
対
す
る
か
ぎ
り
、
真
に

「
見
た
」

こ
と
に
は
な
ら
ぬ
。
「
見
る
も
の
」
が
見
ら
れ
る

も

の
L
の
方

に
、
余

す
と
こ
ろ
な
く
己
れ
を
失
い
、
「見
ら
れ
る
も

の
」
が

「
見
る
も

の
」

の
中
に
、
全
く
そ
の
姿
を
没
し
た
と
き
、
「見
」

の
事
実
が
現
成
す
る
。

「
見
る
も
の
」
(
A
)
と
、
「
見
ら
れ
る
も
の
」
(
B
)
が
相
対

す
る

と

き
、
ど
こ
ま
で
も
そ
れ
は
相
対
の
世
界
を
脱
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
A

が
B
に
消
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
、

B
が

B
と
し
て
限
定
せ
ら

れ
た
世
界
を
喪
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
A
の
側
か
ら

い
え
ば
A
の
み
で
あ

っ
て
B
は
身
を
か
く
し
、

B
の
側
か
ら
い
え
ば
全

体
B
で
あ

っ
て
A
の
姿
は
存
し
な
い
。
か
り
に
A
を
衆
生
、

B
を
仏
と

措
定
し
て
み
る
と
こ
の
論
理
の
構
造
が
、
或
程
度
明
確
に
な
る
よ
う
に

思
う
。
さ
き
に
挙
げ
た
法
語
の
中

で
道
元
が
、

「
近
来
空
手
還
郷
、
所

以
山
僧
無
仏
法
」
と
い
っ
た
の
も
、

こ
の
道
理
と
深
く
関
わ

る
。
「
摩

詞
般
若
波
羅
密
」
の
巻
で
道
元
が
、
「色
即
是
色
」
「
空
即
是
空
」
と
い

う
の
も
、
そ
の
例
証
に
他
な
ら
ぬ
。
「親
し
く
仏

を
見
る
」
と
は
、
自

己
の
前
に
、
自
己
に
対
す
る
仏
を
見
る
こ
と
で
は

な
く

し
て
、
「
自
己

も
と
道
中
に
在

っ
て
、
迷
惑
せ
ず
、
妄
想
せ
ず
、
顛
倒
せ
ず
、
増
減
な

く
、
誤
謬
な
き
こ
と
を
」
信
じ
、
明
ら
め
、
行

じ

て
ゆ
く

こ
と
で
あ

る
。
「
不
相
隔
」
と
い
う
こ
と
の
実
際
は
そ
の
如
く
で
あ
る
と
思

わ
れ

る
。
「
仏
が
仏
す
る
」
と
か

「自
分
が
自
分
す
る
」
と
い
う
如

き
表
現

が
、

も
し
許
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
が

「
不
相
隔
」

「隔
他
不
得
」
と

い
う
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言
葉
に
よ

つ
て
表
現
さ
れ
た
事
実
を
、
具
体
的
に
生
き
る
こ
と
を
直
指

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
道
元

の
い
う

「見
仏
」
と

は
ま
さ
に
、
そ
の
よ
う
な
生
の
実
際
に
つ
い
て
言

っ
た
も

の
に
相
違
な

い
。

ま
た
、
「
正
念
道
支
は
、
被
自
隔
の
八
九
成
な
り
、
念
よ
り

さ
ら

に

発
智
す
る
と
学
す
る
は
、
捨
父
逃
逝
な
り
、
念
中
発
智
と
学
す
る
は
、

纒
縛
之
甚
な
り
。
無
念
は
こ
れ
正
念
と
い
ふ

は
、
外
道

な
り
」
(『一二
十

七
品
菩
提
分
法
』)
と
い
う
説
示
は
、
無
念
を
正
念
と
誤
る
思
弁

の
傾
向

を
打
破
す
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
「被
自
隔

の
八
九
成
な
り
」

と
は
、
思
念

の
起
減
は
起
滅
に

一
任
し
て
、

一
切
の
恣
意
的
加
工
を
し

な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
「
ハ
タ
ラ
キ
」
の
ま
ま
に
打

ち
任
せ

て
、

い
さ
さ
か
の
私
意
も
介
入
せ
し
め
な
い
と
い
う

ご
と

で
あ

る
。
正
念

は
、
無
念
に
な
る
こ
と
で
も
、
無
我
を
志
向
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
も

と
無
念
で
あ
り
、
本
来
無
我
で
あ
る
事
実
に
完
壁
に
随
順
し
、
そ
こ
に

自
己
の
全
体
を
投
托
廃
棄
す
る
こ
と
で
あ
る
。

八

小
論
の
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
道
元
は
、
南
嶽
の

「隔
他
不
得
」

の
話
に
つ
い
て
、
「這

一
般
因
縁
、

二
十
年
前
、

一
経
二耳
根
画
得
力
已

来
、
握
二
在
拳
裡

未
二曾
放
下
一」
と
い
っ
て
い
る
。
し
か

し
仔
細

に

み
て
み
る
と
、

こ
こ
に
い
う

「
得
力
」
が
、
南
嶽
の
本
則
に
直
接
す
る

も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
如
浄

の
膝
下
に
参
学
の
大
事
を
了
畢
し

た
そ
の
事
を
指
す
の
か
、
必
ず
し
も
明
了
で
は
な

い
。
大
宋
嘉
禄
元
年

(
二

一二
五
)
夏
安
居
中
、
僧
衆
を
叱
責
激
励
す
る
如
浄
の
、
「
身
心
脱

落
」

の
語
に
よ

っ
て
道
元
は
、
宗
教
的
大
転
換
を
完
了
す
る
。
そ
う
い

っ
た
宗
教
経
験

の
決
定
の
と
き
と
、
南
嶽

の
本
則

と
の
解
遁
が
、
別
事

で
あ
り
異
時
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
お
か
し
く
は
な
い
。
如
浄

の
語
を
契
機
と
す
る
道
元
の
、
大
い
な
る
内
面
的
転
回
と
跳
躍
が

一
箇

の
新
鮮
な
択
法
眼
と
な
っ
て
、
南
嶽
の
話
頭
に
あ
た
ら
し
い
感
銘
を
持

つ
と
い
う
こ
と
は
、
十
二
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
許

容
す
る
と
す
れ
ば
、
す
で
に
の
べ
た
ご
と
く
、

こ
の
説
法
の
な
さ
れ
た

時
期
を
、
建
長
二
年
と
し
て
も

一
向
に
差
障
り
は
な
い
。
文
字
通
り
に

諒
解
す
れ
ば
、

そ
れ
よ
り
二
十
年
前
、
す
な
わ
ち
三
十

一
・
二
歳

の
こ

ろ
道
元
は
、
南
嶽
の
則
を
み
て
、
大

い
に

「得
力
」
し
た

こ
と
に
な

る
。

し
か
し
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
仁
治
二
年
秋
、
重
陽
の

日
に
示
衆
せ
ら
れ
た

「
古
鏡
」
と
、
寛
元
元
年
十

一
月
か
ら
翌
年
春
に

か
け
て
の
連
続
的
説
示
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し

て
よ
い
か
、

い
さ
さ

か
判
断
に
苦
し
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

『
広
録
』
第
四
巻

の
初
め

の
方
、
宝
治
二
年

(
二

一四
八
)
の
上
堂

に
分
類
さ
れ
る
と

こ
ろ
に
、
二
首

の

「
天
童
和
尚
忌
上
堂
」
の
法
語

が
、

一
つ
の
上
堂
を
は
さ
ん
で
並
ん
で
い
る
。
伊
藤
秀
憲
助
教
授
は
当

該
箇
所
に
、
「
ど
ち
ら
か
が
建
長
三
年
の
上
堂
か
」

と
割
注

を
施

し
て

(
6
)

い
ら
れ
る
が
、
建
長
二
年
と
さ
れ
る

『広
録
』
第

四
巻

の
南
嶽
の
話
頭

は
、
宝
治
二
年
も
し
く
は
宝
治
元
年

の
も
の
と
し

て
、
措
定
す
る
こ
と

道
元
と
南
嶽

「
隔
他
不
得
」

の
話
に

つ
い
て

(
鈴

木
)
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道
元
と
南
嶽

「
隔
他
不
得
」

の
話

に
つ
い
て

(
鈴

木
)

は
で
き
ぬ
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
れ
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
宗
教
経
験
を

主
軸
と
し
て
思
考
し
た
場
合
の
、
道
元
の
経
歴
の
上
か
ら
は
、
す

こ
ぶ

る
好
都
合
と
な
る
。

し
か
し
前
述
の
ご
と
く
、

そ
の
条
件
と
な
り
う
る

素
材
は
全
く
存
し
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
南
嶽
の

「隔
他
不
得
」

の

話
が
、
如
浄
の
直
接
的
な
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示

す
形
跡
も
な
い
。
し
い
て
如
浄

の
影
響
を
こ
の
則
に
導
き
出
す
と
す
れ

ば
、
前
出

の
波
斯
匿
王
と
賓
都
盧
尊
者
と
の
話
頭
で
あ
る
が
、

こ
れ
を

過
度
に
重
視
す
る
こ
と
は
、
類
似
す
る
他
の
法
語

・
説
示
と
の
均
衡
を

破

っ
て
、
適
当
を
欠
く
も
の
の
ご
と
く
思
わ
れ
る
。

九

道
元
の
仏
法
に
お
い
て
、
南
嶽
の
占
め
る
位
置
は
高
い
。
当
然
、

そ

の
果
し
た
役
割
は
深
く
、
効
果
は
大
き
い
。
南
嶽
が
提
供
し
た
数
多
く

の
話
頭
は
、
道
元
の
仏
法
を
形
成
す
る

一
箇
の
中
軸
と
な

っ
て
、
久
遠

の
光
芒
を
放

っ
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
に
道
元
に
直
接

す
る

「
隔
他
不

得
」

の
則

は
、
誰
人
か
に
よ

っ
て
、
よ
り
深
く
究
め
ら
れ
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
日
を
期
す
る
所
以
で
あ
る
。

1

駒
大
・
伊
藤
秀
憲
助
教
授
の
労
作

『永
平
広
録
』
説
示
年
代
考
(駒
大
・

仏
教
学
部
論
集
・
第
十
一
号
・
昭
和
五
十
五
年
・
十
一
月
)
は
、
大
久
保

道
舟
編

『
道
元
禅
師
全
集
』
に
よ
り
な
が
ら
、
そ
の
上
堂
の
整
理
番
号
四

一
一
に
相
当
す
る
当
該
説
示
を
、
建
長
二
年

(
二

一五
〇
)
の
上
堂
と
し

て
い
る
が
、
本
文
に
説
示
年
次
確
定
の
手
懸
り
が
な
い
か
ら
、
当
該
欄
を

空
白

と
し
て
い
る
。

2

『
宗
学
研
究
』
第

二
七
号

・
『
宗
門
統
要
集
』

と
真
字

『
正
法
眼
蔵
』
1

真
字

『
正
法
眼
蔵
』

の
出
典

の
全
面
的
補
正
-
駒

大

・
石
井
修
道
教
授
-

(
昭
和
六
十
年

三
月

・
駒

大

・
宗
学
研
究
所
)

3

「
世
間

ノ
男
女

老
少
、

多

ク
雑

談

ノ
次
、

或

ハ
交
会
淫
色
等

ノ
事

ヲ
談

ズ
。

是

ヲ
以

テ
心
ヲ
慰

ト

シ
、
興
言

ト
ス
ル

コ
ト
ア
リ
。

一
旦
心

モ
遊

戯

シ
、
徒

然

モ
慰

ム
ト
云
ト

モ
、
僧

ハ
尤

モ
禁
断

ス
ベ
キ

コ
ト
也
。
-
(

中

略
)
1

我
ガ
国

モ
、
近

ゴ

ロ
建
仁
寺

ノ
僧
正
存
生

ノ
時

ハ
、

一
向

ア
カ

ラ

サ

マ
ニ
モ
如
レ
是
言
語

不
二
出
来
殉
滅
後

モ
在
世

ノ
門
弟

子
等
少

々
残
留

時

ハ
、

一
切

二
言
ザ
リ
キ
。

近
ゴ

ロ
七
八
年

ヨ
リ
以
来
、

今
出

ノ
若

人
達
、

時

々
談
也
。

存
外

ノ
次
第
也
」
(
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
(
巻
二
)
。
岩

波
大

系
本
三
四
九
頁
。
「
仏
法
陵
遅

シ
行

コ
ト
眼
前

二
近

シ
。
予
、
始

入
二
建
仁

寺

二時
見

シ
ト
、
後

七
八
年

二
次
第

ニ
カ

ハ
リ

ユ
ク

コ
ト

ハ
、
寺

ノ
寮

々

二
各

々
塗
籠

ヲ
シ
、
持
二
器
物

暗
好
二
美
服

貯
二
財
物

好
二
放
逸
之

言
語
噛

問
訊

・
礼
拝
等
陵
遅

ス
ル

コ
ト
ヲ
以

テ
思

フ

ニ
、
余
所

モ
被
二推
察

一也
」

(
同
上

・
巻
四

・
三
八
四
頁
)
。

4

註
1

の
伊
藤
論
文
、
三

・
小
参

の
項
。
同
書

一
八

八
頁
よ
り

一
九

一
頁
。

5

『
祖
山
本
永
平
禅
師
録
解
説
』
四
九
頁
参
照
。

6

註
1

に
同
じ
。

一
八
六
頁
。

◎

道
元
は
、

中
国
禅
林

に
お
け

る

「
五
参
上
堂
」
を
、

踏
襲
実
践
し

て
い

た

の
で
あ
ろ
う
。

(駒

沢
大
学
教

授
)
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